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オープニングは懐かしい歌謡曲「黄昏のビギン」からスタート。続いて 京都三千院  

から始る「女ひとり」が演奏。サイモン＆ガーファンクル イングランド民謡(失恋の詩)

の演奏を鑑賞。ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」より「ドレミの歌」、    

ゲーテ作詞シューベルト作曲のドイツ民謡「野ばら」、‟千と千尋の神隠し”の主題歌、続

いて小柳 ルミ子・坂本 九・森山 良子の懐かしい楽曲の演奏を聞かせてくださいました。

演奏に合わせて口ずさんだり・一緒に歌ったりして、とても盛り上がりました。 

アンコール曲として「瀬戸の花嫁」がリクエストされ、再び演奏してくださいました。 
 

演奏終了後は、歌詞カードを記念として持って帰られ「懐かしくて 非常に良かった」 

「楽しかった」と感想を述べておられました。処で フェリーチェとはイタリア語で  

「しあわせ」と訳されます。単調な入所生活が続く中での楽しいひととき。非常に   

喜ばれ 思い出に残る楽しい演奏会になりました。 
 

口だって 若い者には 負ける今   

今や知る 躰の毒は 美味しいと   

録画した 臨時ﾆｭｰｽに 二度慌て  

                             令和 8年 芒 種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


